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1月上旬号 大村市政だより く486号〉 昭和42年1月1日

‘聾唖週開竪"IIII:l'"司E竺軍冒宮司書置

「でケ!「人口 56，443 (十 5)
男 27，261 (-5) 

L女 29，182 C + 10) 
世帯数 13，427 (+ 12) '< 

出生 52 転入 239
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圃発行所大村市役所 匝編集人総務課長森辰男園印刷 所 合 同 印 刷 所

すキ
4
山

p
u
u
 

う

ざ

B
Y」
ヲ

」

で

て
め

し
お

ヰ仇
ふ
j

h

の

元旦

O 

I、、，ー，、.、

.:. 
をと

じ
て

ださく

し¥J、

O 

1 

)' 

へ



(2) り大村市政だよ
昭和33年 4月22日第三種郵便物認可昭和42年1月1日

新

年

に

想

う

大
村
市
長

大

村

半出
。
お
山
町

毅

市
民
の
み
な
さ
ん
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
年
は
、
何
と
な
く
空
気
も
新
ま
っ
て

新
年
の
ご
挨
拶

大
村
市
議
会
議
長

津

田

一

げ
ハ
ド

向
円
山

高
度
経
済
成
長
政
策
は
、
大
都
市
と
地

方
都
市
、
都
市
と
農
村
、
大
企
業
と
中
小

企
業
の
格
差
を
大
き
く
し
、
大
都
市
の
人

口
過
密
化
、
地
方
都
市
の
人
口
停
滞
、
農

す
が
す
が
し
い
気
が
し
ま
す
。
大
村
市
も

今
年
で
満
二
十
五
才
に
な
り
ま
す
。
今
年

こ
そ
は
、
市
民
み
な
さ
ん
の
今
ま
で
の
ご

努
力
、
ご
指
導
に
よ
っ
て
成
長
し
て
き
た

大
村
市
に
、
新
し
い
構
想
と
大
き
な
希
望

を
与
え
、
大
き
な
実
を
稔
ら
せ
る
年
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

今
年
春
に
は
、
大
村
市
の
中
心
街
に
市

民
会
舘
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
成
年
期
に
達
し
た
大
村
市
に
、
な

お
い
っ
そ
う
の
教
養
と
文
化
が
芽
ば
え
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
旧
飛
行
場
ゃ
、
旧
空
廠
内
に
も

企
業
が
進
出
し
て
大
村
市
の
未
来
を
約
束

村
の
過
疎
化
(
離
農
離
村
)
と
な
っ
て
あ

ら
わ
れ
、
特
に
農
村
の
青
年
男
女
が
大
都

市
工
業
へ
と
集
中
す
る
こ
と
と
な
り
、
地

方
都
市
農
村
は
労
働
力
不
足
に
悩
ま
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
い
か

に
企
業
誘
致
を
叫
ん
で
も
大
企
業
は
地
方

進
出
ど
こ
ろ
か
逆
に
大
都
市
周
辺
に
集
中

す
る
と
い
う
矛
盾
が
あ
ら
わ
れ
、
そ
の
反

映
と
し
て
、
必
然
的
に
政
治
、
経
済
、
教
育

(
学
校
)
文
化
ま
で
大
都
市
に
集
中
し
、
ア

メ
リ
カ
的
都
市
文
化
が
全
国
を
風
び
し
民

族
的
日
本
的
文
化
が
衰
微
し
、
享
楽
的
利

那
的
退
廃
的
文
化
が
繁
栄
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
地
方
都
市
農
村
の
青
少
年
が

ど
う
し
て
こ
の
潮
読
に
押
し
流
さ
れ
ず
に

い
ら
れ
ょ
う
か
。
い
た
ず
ら
に
農
村
の
後

し
て
い
ま
す
。
大
村
は
日
本
の
西
の
端
で

陸
の
交
通
、
海
の
交
通
に
恵
ま
れ
て
い
な

い
と
は
い
い
な
が
ら
、
天
与
の
好
条
件
を

そ
な
へ
た
工
場
適
地
が
や
っ
と
芽
ば
え
て

き
ま
し
た
の
で
、
県
下
に
お
け
る
主
な
産

業
地
帯
と
し
て
飛
躍
す
る
素
質
を
も
っ
と

生
か
し
、
今
年
こ
そ
は
更
に
積
極
的
に
企

業
の
誘
致
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
へ

ま
す
。一

方
、
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
人

口
、
世
帯
数
も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
大

村
市
の
も
つ
良
い
自
然
、
災
害
か
ら
市
民

を
守
る
公
共
事
業
、
環
境
衛
生
の
充
実
を

考
へ
、
計
画
的
な
住
宅
団
地
の
造
成
を
行

継
者
対
策
と
か
若
年
労
働
力
対
策
と
さ
わ

い
で
も
い
た
ず
ら
に
口
頭
禅
に
終
る
の
で

は
な
い
で
せ
う
か
。
今
の
ま
ま
こ
れ
を
放

任
す
れ
ば
地
方
都
市
農
村
は
中
老
年
と
そ

の
婦
女
子
の
溜
り
場
と
し
て
取
残
さ
れ
、

都
市
と
農
村
の
格
差
は
ま
す
ま
す
拡
大
す

る
の
で
は
な
い
で
せ
う
か
。
青
少
年
の
都

市
流
出
は
若
い
体
力
と
頭
脳
の
流
出
を
意

味
す
る
も
の
で
、
近
年
世
界
的
に
優
秀
な

日
本
の
数
学
者
が
、
米
国
の
大
学
に
引
抜

か
れ
、
永
住
す
る
傾
向
さ
え
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
米
国
と
日
本
の

工
業
技
術
水
準
の
格
差
を
ま
す
ま
す
拡
大

し
て
い
る
要
因
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
程
で

す
。
誰
か
が
言
っ
た
、

農
村
は
民
族
の
苗

代
だ
と
、
だ
が
ま
の
あ
た
り
に
見
る
現
実

I 
J 

/ 

な
う
な
ら
ば
、
長
崎
、
佐
世
保
の
ベ
ッ
ト
タ

ワ
シ
と
な
る
こ
と
も

ι

夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん

ま
た
、
大
村
市
の
次
代
を
に
な
う
若
い

力
す
る
ど
い
頭
脳
を
育
て
る
教
育
施
設
:
喝

な
す
べ
き
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
、
三
浦
鈴
田
大
村
の
三
中
学
校

が
統
合
し
て
で
き
た
玖
島
中
学
校
の
敷
地

も
す
で
に
整
地
を
終
り
、
今
年
は
校
舎
の

建
築
も
完
成
す
る
予
定
で
す
。

新
年
を
迎
え
、
将
来
十
万
都
市
と
な
る

べ
き
大
村
市
民
が
、
な
ご
や
か
に
し
か
も

真
剣
に
生
活
で
き
る
郷
土
大
村
を
つ
く
る

た
め
、
手
を
取
り
あ
っ
て
力
強
く
前
進
し

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

は
全
く
逆
で
あ
り
農
村
は
衰
微
傾
向
を
た

ど
り
縮
小
再
生
産
え
の
危
険
を
多
分
に
は

ら
ん
で
い
る
ゃ
う
で
す
。
全
く
次
代
を
背

負
う
若
い
女
性
の
減
少
す
る
社
会
の
荒
涼

さ
を
想
像
す
る
だ
け
で
も
、
ゾ
ッ
ト
す
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
私
達
の
周
囲
は
こ
の

や
う
に
ま
す
ま
す
き
び
し
く
な
っ
て
ゆ
く

こ
と
で
せ
う
。
農
村
的
地
方
都
市
と
し
て

の
、
大
村
市
の
商
工
業
農
業
を
足
場
と
す

る
産
業
経
済
文
化
教
育
は
こ
れ
に
ど
の
や

う
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
せ
う
か

そ
の
方
向
を
決
定
す
る
も
の
が
す
な
わ
ち

政
治
で
あ
る
こ
と
を
思
う
と
き
、
こ
れ
に

携
わ
る
者
と
し
て
の
私
達
の
責
務
の
重
大

さ
を
改
め
て
痛
感
す
る
年
頭
で
ご
ざ
い
ま

す・・・・・・
、記
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お
し
ら
せ

市口
立口
幼口
稚
園
の
園

口児
口募
口集

市
立
幼
稚
園
園
児
の
募
集

を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
い
ま

す。企
募
集
人
員
(
予
定
)

三
浦
幼
稚
園

四
十
人

鈴

田

幼

稚

園

四

十

人

大

村

幼

稚

園

百

二
十
人

西
大
村

幼

稚

園

八

十
人

中
央
幼
稚
園
百
二
十
人

コ
ー

ナ

l

竹
松
幼
稚
園
百
二
十
人

福
重
幼
稚

園

四

十

人

松

原

幼

稚

園

四

十

人

企
申
込
一
月
十
一
日
か
ら

一
月
二
十
日
正
午
ま
で
に

近
く
の
幼
稚
園
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

企
入
国
資
格

満
五
才
。
た
だ
し
定
員
に

余
裕
の
あ
る
と
き
に
限

っ
て

満
四
才
児
も
入
国
で
き
ま
す

(
定
員
を
超
過
し
た
場
合
は

【五家原岳の霧氷】

五家原岳は、長崎佐賀両県にまたがる多良山

蜂の中で、経ケ岳(1，0'75メート ノレ)につぐ1，057

メートノレの高原です。

とくに、 新緑、霧氷は美しく、天然記念物の

ツクνν ャクナゲも見事で、登山、キ ャンプ

客に親しまれています。

【コース】

① 市内ところどころ

r 

〆令、』
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満
四
才
児
は
抽
せ
ん
を
行
な

い
ま
す
)

企
保
育
料
(
予
定
)
月
八
百
円

企
入
園
料
(
予
定
)
八
百
円

な
お
、
身
体
検
査
は

一
月

二
十
三
日、

入
国
は
四
月
十

一
日
に
行
な
う
こ
と
に
し
て

い
ま

す

。

‘

成
人
式
に
参
加
し
よ
う

一
月
十
五
日
の
成
人
の
日

は
、
満
二
十
才
に
達
し
た
人

々
を
祝
い

は
げ
ま
し
、
自
分

で
も
大
人
に
な
っ
た
こ
と
を

自
覚
し
て
立
派
な
社
会
人
に

な
っ
て
も
ら
う
た

め
に
設
け

も

ら
れ
た
国
民
の
祝
日
で
す
。

江主門

黒木 言 言五家原岳
60分

大村駅 スヌ:

市
で
は
、
市
内
の
該
当
者

七
百
七
十
四
名
の
方
を
お
招

き
し
、
次
の
と
お
り
、
成
人

式
を
行
な
い
ま
す
。

該
当
さ

れ
る
方
に
は
、
案
内
状
を
差

し
上
げ
て
い
ま
す
が
、

も

L
電

届
い
て
い
な
い
方
が
あ
り
ま

し
た
ら
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

マ

日

時

一

月
十
五
日

午
前
九
時
三
十
分

マ

場

所

中

央

公

民
舘

マ

行

事

内

容

第

一
部
日

お
祝
い
と
は
げ
ま
し

第
二
部
H

う
た

い
ま
し
ょ
う

「
演
劇
」

マ
リ

l
ア
ジ
ト
ヮ
、
不

ッ
ト

(
大
村
高
校
定
時
制
)

「
座
談
会
」

こ
れ
お
ら
の
人
生

u
ほ
か

座
談
会
に
は
希
望
者
は

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

正月は気のゆるむ時

H 一筆注意しておこうu

マ
お
願
い

当
日
は
な
る
べ
く
簡
素

な
服
装
で
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

職
場
や
家
庭
で
も
、
真

心
の

こ
も
っ
た
は
げ
ま
し

の
機
会
を
つ
く
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

口
口
口

サ
イ
レ
ン
吹
鳴

一
月
八

日

消

防

出

初
式

口
口
口

一
月
八
日
午
前
九
時
三
十

分
か
ら
西
大
村
中
学
校
校
庭

で
消
防
出
初
式
を
行
な
い
ま

す。
当
日
は
午
前
八
時
に
演
習

召
集
の
た
め
、
サ
イ
レ
ン
を

日
秒
、

6
秒
お
い
て
日
秒
な

ら
し
ま
す
の
で
、
火
事
と
ま

ち
が
え
な
い

よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

く
ら
し
の
ち
え

闇
大
根
葉
の
利
用

つ
い
め
ん
ど
う
な
の
で
捨

て
て
し
ま
う
大
根
の
葉
は
、

ビ
タ
ミ
ン

A
、
B
、
C
の
ほ

か
カ
ル
ジ
ュ

1
ム
を
た
く
さ

ん
合
ん
で
い
ま
す
。
油
で
い

た
め
て
、
と
う
が
ら
し
を
少

し
ま
か
せ
た
つ
く
だ
に
な
ど

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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庄亙3
休日の当番医

【1日】松尾外科 佐藤内科
目崎外科 、

【2日】海浜内科松永内科

沢田内科

[3日】 海浜内科桝本婦人

科 田川内科

[8日】田中内科 (竹松)

福田産婦人科近藤内科

楠木眼科 中島外科

【15日】寺井内科 田 中内科

(水田〉原内科 貞松外一科

朝長婦人科

【22日】東内科野口内科

橋口内科後藤婦人科出

口小児科

【29日】長野 婦 人 科 今回

内科渡辺外科海江田耳

鼻科

なお、公立病院は急患の場

合はいつでも診療いたし ま

す。

大村市政だよ

グ家計簿をつけましょう M

生活設計の基礎として、今年こそは家計簿をつけてみましょう。

生活の内容を向上させるには、家計簿をつけ家計費の内容を工夫 し

建全な予算生活をするこ とが第一歩ではないでし ょうか。予算生活

のプラスは、 支出がしっかりつかめて思ひがけないムダを発見でき

ることです。

昭和33年4月22日第三種郵便物認可昭和42年1月1日

大大大大大交交交交交交交交交交大大女

グ貯畜のはなし庁

全国世帯の91.5パーセント が金銭的な貯畜を

持っ ており、 l世帯当りの平均総額は78万円

貯畜額最少の世帯から最大の世帯をならべて

まんなかの世帯の貯畜額は42万円と なっ ています。また、貯畜の目

的は、グ病気や不時の災害に備えて、と H子供の教育や結婚資金に

が主な目的となっ ています。一以上は貯畜に関する世論調査から一

貯畜の中では、予貯金と生命保険簡易保険が両横網といわれ、例へ

ば予貯金の中の郵便貯金は開設以来 3兆円に達 しています。このみ

なさんが貯畜された金は、国の財政投融資の一環 として、 国が行な

う事業の外、 市町村の行な う事業に融資され国民生活の向土に関係

深い住宅建設、 農林漁業、中小企業の近代化学校の建設、道路の建

設な どに役立っかくれた目的も 持っている のです。 私たちの大村市

にも 、私たちの貯畜のかくれた力で建設されたも のがいろいろある

わけです。

、， ，
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劇
州
側
州
出

松

林

飯

山

松
林
飯
山
は
天
保
十
年
、

(
日
ふ
さ
舟
)
福
岡
県
早
良
郡

金
武
村
に
生
れ
幼
名
を
駒
次

郎
と
呼
ん
だ
。
父
は
杏
哲
と

い
う
医
者
で
あ
っ
た
が
家
が

貧
し
か
っ
た
の
で
村
塾
を
聞

き
村
の
子
供
達
に
読
み
書
き

を
教
え
る
と
共
に
駒
次
郎
の

教
育
に
当
た
っ
た
。

駒
次
郎

は
三
歳
に
し
て
字
を
書
き、

四
歳
で
大
学
、
五
歳
論
語
、

六
歳
で
孟
子
、
七
歳
で
詩
経

を
読
み
終
え
神
童
と
呼
ば
れ

た
-。
飯
山
九
歳
の
時
大
村
領

に
移
り
住
ん
だ
が
、
飯
山
の

す
み

評
判
が
時
の
藩
主
三
十
代
純

ひ
ろ照

公
の
耳
に
入
り
御
前
で
唐

詩
選
を
講
ぜ
よ
と
命
ぜ
ら
れ

若
冠
十
二
才
の
飯
山
が
明
朗

適
確
に
説
い
た
の
で

一
座
の

も
の
驚
嘆
し
感
じ

λ
っ
た
と

い
わ
れ
る
。
そ
の
後
大
村
藩

士
ど
う
か
ん

校
五
教
館
に
学
び
、
十
四
才

の
時
法
主
参
勤
交
代
の
お
伴

を
し
-
、
江
戸
の
有
名
な
安
積

ltJ /
 

良
斉
の
門
に
学
び
安
政
三
年

(
ゲ
∞
宗
壮
)
に
十
八
才
で
昌

平
校
に
入
校
し
た
。
同
校
は

幕
府
が
建
て
た
日
本
で
唯

一

の
大
学
で
天
下
の
秀
才
が
集

っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
っ
た

そ
の
中
で
飯
山
は
群
を
抜
き

先
輩
等
を
驚
ろ
か
し
た
。

安
政
六
年
(
ゲ
∞
包
岳
)
大
村

に
帰
り
五
教
館
で
教
鞭
を
と

り

一
年
有
飴
後
進
の
指
導
を

し
た
。
そ
の
後
大
阪
で
勤
王

の
士
松
本
霊
堂
、
岡
鹿
円
な

ど
と
話
し
合
い
双
松
岡
熟
を

建
て
勤
王
論
を
説
き
志
士
を

集
め
た
が
、
幕
府
の
弾
圧
が

き
び
し
く
な
っ
た
の
で
再
び

大
村
に
帰
り
五
教
館
の
教
頭 ⑧ 

に
就
任
し
天
下
の
情
勢
を
説

き
徳
川
封
建
政
治
に
対
し
鋭

い
批
判
の
口
火
を
切

っ
た
。

飯
山
を
始
め
勤
王
志
士
は
団

結
を
計
り
家
老
針
尾
九
左
ヱ

問
を
首
領
と
し
三
十
七
士
ひ

そ
か
に
討
幕
の
計
画
を
進
め

た
が
、
一

方
佐
幕
派
も
、
勤

王
派
の
主
謀
者
と
し
り
ぞ
け

よ
う
と
計
っ
た
。
慶
応
三
年

(
ゲ
∞
ミ
有
)

一
月
三
日
大
村

域
内
で
は
恒
例
の
年
賀
が
行

な
わ
れ
酒
宴
が
開
か
れ
た
が

そ
の
帰
途
上
小
路
須
田
ノ
木

の
自
宅
附
近
で
待
伏
し
て
い

た
武
士
に
斬
り
つ

け
ら
れ
絶

命
し
た
。
時
に
二
十
九
才
で

あ
っ
た
。
現
在
上
小
路
か
ら

木
場
方
面
へ
行
く
道
の
右
側

に
飯
山
の
叫
が
あ
り
、
墓
も

残
っ
て
い
る
。

写
真
1
須
同
ノ
木
に
あ
る
飯
山
の
墓

¥北


